
大学実務家教員養成コース修了認定者のうち大学・短大教員希望者

№ 氏名 年齢 最終学歴 学位 資格・修了証 職歴

企業・

法人等

経験年

数

所属学会 主な専門分野
著書・論文

調査分析資料

私が目指す

大学教員
希望職位

2 Ｍ・Ｈ 67歳

1991年　国際大学大
学院国際経営研究科
修了

2026年　社会構想大
学院大学実務教育研
究科修了

現在 東京経済大学
大学院経営学研究科
研究生（博士後期課
程準備）

経営学修士
（MBA）

実務教育学
修士

・日本内部監
査協会　内部
監査士2020.06
・大学実務家
教員養成講座
修了認定証
2024.12
・文部科学省
社会教育士
2025.08

【大手鉄鋼メー
カー】
・経営幹部候補
生の育成講師、
以下分野の研究
（実務教育、人
的資源管理、
ファミリービジ
ネス、中小企
業、ガバナンス
等）
・上席パート
ナー（社長付）
・常務取締役
（管掌　経営企
画、財務経理、
人事、労務、IT
企画、販売管
理、生産管理、
内部統制）

45年

・日本内部監
査協会
・日本実務教
育学会
・大学教育学
会
・日本ナレッ
ジマネジメン
ト学会

経営戦略、マーケティング、組
織行動、会計・ファイナンス

【学術論文】
・「VUCA時代に求められる能力に向
けた大学の教育システムデザイン‐
社会と大学のキャズムを架橋する魅
力ある授業設計」2026.03
【口頭発表】
・「企業と大学を取り巻く環境と大
学の教育システムデザインー大学経
営系学部に焦点をあてて」全国シニ
ア大学院生研究大会 2025.11
・「VUCA時代に求められる能力に向
けた大学の教育システムデザインー
経営教育における実務家教員におけ
る実務家教員の役割―」日本実務教
育学会 2026.06
・「ファミリービジネスにおいて第
三者はいかに機能するか」一般社団
法人ディレクトフォースガバナンス
研究会 共同口頭発表 2026.07

・これまでの国内外における経営実務、企業研修での教育経験および大学院での研究・教育方法に関
する学びを、大学の経営学教育に活かしたいと考えております。
・企業では、販売、購買、製造、経営企画、財務・経理、人事・労務、IT企画、内部統制等の幅広い
領域に携わり、国内外の事業会社において経営に参画してまいりました。特に、海外における新規事
業の企画・立ち上げや、国内企業における販売・生産・経営管理を横断した経験を有しております。
こうした経験とMBA課程で体系的に修得した経営学の理論を結び付け、経営戦略を中心に、マーケ
ティング、組織行動、会計・ファイナンス等を相互に関連付けた実践的な授業を行うことができま
す。
・現在は、企業において経営学の初学者および幹部候補生を対象に、大学やビジネススクールの教育
体系を援用した研修を担当しております。企業事例、ケーススタディ、グループ討議、ペアワーク、
発表等を取り入れ、学習者の知識や経験に応じて、基礎的な概念の理解から実際の経営課題への応用
まで、段階的な学習を支援しております。この経験を、大学の入門科目から応用科目までの授業設計
に活かすことができます。
・また、一般財団法人全国大学実務教育協会の実務家教員養成講座における、実践的大学での授業方
略また社会構想大学院大学実務教育研究科において、認知学習論、教育社会学、インストラクショナ
ルデザイン、教育マネジメント、教育コンテンツ開発等を学びました。これらの知見をもとに、一方
向の講義にとどまらず、学生の発言、対話、振り返りを促すアクティブラーニングを取り入れ、主体
的な学びを支援する授業を実践します。
・現在は、東京経済大学大学院経営学研究科の研究生として、人的資源管理論および組織行動論の視
点から、ファミリービジネスにおける人材マネジメントの研究を進めております。今後も研究活動を
通じて得られる知見を授業に反映し、理論、実務、教育および研究を結び付けた経営学教育に貢献し
たいと考えております。

常勤・非常
勤


